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‘To acknowledge the duty that accompanies every right” 

Affiliated with the International Association of Y’s Men’s Clubs 

 

 

 

 

 
                            C/O OSAKA YMCA 

    1-5-6 TOSABORI、NISHIKU、 

    OSAKA、JAPAN 

２００8 年１月  No.308 

. 

Chartered July 20、1982 

主 題 Y’s THEME (２００7～２００8)  クラブ役員  Officers 

センテニアルクラブ会長：『明日は明日の風が吹く』  

国際会長   ：『国境なき奉仕』 

アジア会長   ：『国境なき奉仕』 

西日本区理事 ：『確信を持って前進しょう！』 

中西部部長  ：『Y’s運動の源流を求めて！』 

 会長 

副会長 

書記 

会計 

ﾒﾈｯﾄ会長 
Y 連絡職員 

： 

： 

： 

： 

： 

： 

三 浦  直 之 

坂 本  哲 朗 

石 津  雅 人 

藤 原  正 巳 

中 村  幸 枝 

鍛治田 千文 

Biblical Message of January 
January Club Meeting 

      『IBC・DBC』  

 1 月 第 1 例 会  

         （初笑い例会） 

       「平和の王」 

乳飲み子は毒蛇の穴に戯れ、幼子はマムシの巣に手を

入れる。わたしの聖なる山においては何ものも害を加

えず、滅ぼすこともない。水が海を覆っているように

大地は主を知る知識で満たされる。 

その日が来ればヱッサイの根はすべての民の旗印と

して立てられ国々はそれを求めて集う。 

そのとどまるところは栄光に輝く。 

（イザヤ書 １１章８節１０節） 

 

日時：2008年1月16日（水）18:30～20:30 

場所：リーガグランドホテル 3 階 葵の間 

司会：田中 穣二君  

１．開会点鐘             三浦 直之 会長 

２．ワイズソング           一 同 

３．ゲスト紹介             三浦 直之会長 

4．聖句朗読              谷川 寛君 

5．今月の強調活動         谷川 寛君 

6．総会（次期役員選出）       三浦 直之 会長 

７．晩 餐                       一 同 

8．初笑い落語                   桂 しん吉氏 

9．インフォメーション           各担当 

10．お誕生祝い・ニコニコ献金     

11．閉会点鐘                    三浦 直之会長 

※落語家・桂しん吉さんは、故 桂吉朝門下の４番弟子で、

若手のホープ。今ＮＨＫの朝ドラ「ちりとてちん」に好評出

演中の桂吉弥さんは２番弟子。演目は「ふぐ鍋」  

 

「新年雑感」 

藤原 正巳 

神学者ニーバーは「平静の祈り」の中で『神よ、変

えることのできないものを受け入れる平静を、変える

べきものを変える勇気を、そして変えることのできな

いものと変えるべきものを識別する知恵を、われらに

与え給え』と説いています。最近、政治でも身近な家

庭生活でも変革が必要な事柄が様々なしがらみの中

で放置され、かえって閉塞感が醸成されるケースが目

につきます。新年を迎えて、自分にとって「変えるべ

きこととは何か」をじっくり考えてみませんか？ 

 
 １ 月 第 2 例 会  

日時：2008年1月23日（水）18:30～20:30 

場所：大阪ＹＭＣＡ土佐堀会館４階 

１月お誕生日：福永、三浦、中村茂、中村幸君 

※例会担当：１班：三浦、山田、畠中、新保、 

     大村、田中君 

 クラブ統計 Statistics 】   

 2007年12月 種 別 第１例会 第２例会 BF ポイント ニコニコ献金 

在籍会員  17 名 

例会出席   9 名 

うちメーキャップ 

      0 名 

出 席 率      53% 

メ ン 

メネット 

ビジター 

ゲ ス ト

合 計 

11 名 

5 名 

0 名 

 2 名 

18 名 

6 名

 ０名

 0 名

 ０名

  6 名

12 月：     120ｇ 

現金     1,000 円 

（０7年７月から～12月の

累計）切手   370ｇ 

現 金      4,000 円 

12 月：   17,500 円 

  （クリスマス献金へ） 

(０7 年 7 月から）： 

92,114 円 
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と き： ０7 年 12 月 19 日(水) 1８:30～20:30 

ところ：リーガグランドホテル 3 階葵の間 

暮れも押し迫った「クリスマス例会」は、ゲストを含

め 18 名が集い、音楽家の末松よしみつ氏を招いて、「う

た＆トーク」の 1 時間をともに楽しみました。氏は米国

へ留学するなど、クラシックからフォークソング、演歌

と幅広いレパートリーをもつ本格派。当日もバイオリン

とギター、マンドリンで多彩な演奏を披露してくれまし

た。特にバイオリンを背中や股の間で弾くなどの曲芸演

奏には思わず拍手喝さい。ドラマの主題歌「静かな時間」、

知床旅情の元歌「オホーツクの舟歌」など心に染みる名

曲を奏で、クリスマス例会にふさわしいつどいを演出し

てくれました。 

その後は、大村さんによる、全員が持ち寄りのプレゼ

ントを音楽に合わせて渡してゆく「プレゼント交換」で

例会を締めくくりました。        （中村茂高） 

         

 

 

 

と き：07年12月12日（水）18:３０～20:20 

ところ：土佐堀ＹＭＣＡ 

出席者：石津、鍛治田、藤原、松浦、山田、三浦君 

協議事項及び連絡事項 

（1） 次期役員選出（確認） 

（案）［会長/大村＜決定＞］［副会長/奥田、

三浦］［書記/石津］［会計/中村（隆）中村

メネット（会計補佐/藤原）］［ブリテン/中

村（茂）］［EMC/坂本］［交流/藤原］［Y サ 

/松浦］［ファンド/山田］［CS・TOF/畠中・

新保］［ドライバ－/谷川、福永］［チャリテ

ィ-ラン/畠中］ 

*中西部主査は坂本氏辞退のため石津氏に

広報主査をお願いする。 

（2） 東京セントラルとの DBC（一泊旅行）3 月又

は 4 月（三浦会長が東京セントラルの田村会

長に先方の意向を確認する） 

（3） ミャンマー支援の件 今年度の支援金 5 万円

の支払時期、支払先については YMCA の指示

を受ける。（鍛冶田連絡主事） 

 （4） 2 月第１例会＜TOF・CS> 奥田メンの卓話

1 月役員会で詳細を確認。 

 （5）関西いのちの電話 歳末募金、YMCA クリス

マス献金（各自で行う）例会でアピ－ル。 

 

今後の行事 

①     ① 西部評議会 2 月 16 日（土）、 

②        6 月 21 日（土） 

③ 2008 年１月 14 日（月・祝日）中西部

合同新年会 12：00- 大阪南ＹＭＣＡ。

出席者は連絡済（三浦）メン・メネット合

わせて１５名が出席予定。 

③ 2008 年 6 月 14（土）～15（日）西日

本区大会（奈良 100 年会館他） 

                    （三浦直之） 

 

 

 

１２月に主の降誕をみんなで祝いました。旧約聖書

には、主の降誕を予言している箇所は沢山あります

が、このイザヤ書の箇所もその一つです。 

乱れた世界にキリストが誕生することによって平

和が訪れることを予言していました。この予言の成

就によって人類にとって世界平和が訪れることを約

束していましたが、現実の人間の世界は争いが絶え

ません。私たちの祈りが足りないのかもしれません。

聖句選・コメント：谷川 寛 

1 2 月 第 １ 例 会 報 告 

1 2 月 第 2 例 会 報 告 

すばらしい演奏をされている末松よしみつ氏 

嬉しげにポーズをとるメネットさんたち 
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ＹＭＣＡニュース 
 

     

 

 

○切手提供者 

鍛冶田、谷川、山田、福永、隅田、三浦君 

 計120ｇ 

現金1,000円 

○今月の殊勲賞：鍛治田、谷川君 40ｇ 

 

 

 

土佐堀ＹＭＣＡクリスマスのつどい（報告） 

 

と き：０７年１２月７日（金）1８:３０～２０:４０ 

ところ：土佐堀ＹＭＣＡ２階ホール 

「ありがとう」という、きわめてシンプルだが、みんな

が理解でき、今の時代特に大事だと思われるテーマをかか

げて開催。250名に及ぶ人たちが、「あたたかく、親しみ

のある」集いを楽しんだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クリスマス礼拝と祝会を、多少の無理を承知の上、２階

ホールで連続して行ったが、移動の手間や参画の便がよか

ったことはプラス。９ヵ国の留学生が「ありがとう」を自

国の言葉で紹介、ＹＭＣＡらしい国際色が出た。マイ食器

持参がかなり浸透してきた。なによりも、学生、ＹＭＣＡ

スタッフ、協力会員、ワイズメンなどが、一緒になって計

画し、運営したことは素晴らしいことだった。加えて、地

域のご家族もかなり参加され、華を添えた。 

わがクラブからは 石津・山田・松浦メン、坂本・隅田・

山村メネットが出席した。       （松浦孝次） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
■早天祈祷会 

日時 1月１８日(金)7:30～8:30 

証し 福山武志（土佐堀ＹＭＣＡスタッフ） 

 

■自立支援シンポジウム 

～学習障害・高機能自閉症・アスペルガー症候群などの子

どもたちの生きる力・生きやすい社会に向けて～ 

日時 2月3日(日)12:30～17:30 

内容 ①「高機能自閉症スペクトラムの人の教育と社会的

共生のために」 

佐々木正美氏 川崎医療福祉大学教授 

   ②「特別支援教育の実際とこれから」 

竹田契一氏 大阪教育大学名誉教授 

後野文雄氏 舞鶴市立白糸中学校校長 

申込 土佐堀ＹＭＣＡサポートクラス

（fax06-6443-7544 mail 

supportclass@osakaymca.or.jp） 

＊当日は席が確保できないかもしれません。必ずお申込く

ださい。 

 

＊ ＊会場はいずれも大阪ＹＭＣＡ会館にて 

               （鍛治田千文） 

∈∋∈∋Club Activities (December, 2007) ∈∋∈∋

   
 On December 19, the club’s final meeting for the year 
was held at the Rihga Grand Hotel in Osaka with a total 
of 18 Y’s men, Y’s menettes and guests in attendance. 

With its emphasis on “EMC” this month, President 
NAOYUKI MIURA briefed its purpose and meaning of 
the program. Y’s man SAM FUJIWARA, club treasurer, 
made an interim report on the club budget as at the end 
of November, 2007. Further effort to achieve the 
balanced budget is stressed.  The highlight of the 
December meeting was a musical performance by Mr. 
YOSHIMITSU SUEMATSU, noted musician, who 
played various musical instruments like violin, guitar and 
American style mandolin. We fully enjoyed his skillful 
talk show and performance without realizing time 
passing so quickly..After the performance, we 
exchanged the Christmas gifts,whose program was led 
by Y’s man HAJIME OHMURA. We decided to donate 
Yen 17,500 to the Osaka YMCA’s Christmas 
Fundraising campaign as scheduled,  This amount was 
collected at the Christmas meeting.    

 

☆☆ 大阪センテニアルクラブホームページ ☆☆ 

http://m-ishizu.sakura.ne.jp/ys/ 

1 2 月 B F ニ ュ ー ス 

手話を交えて大阪 YMCA125 周年記念テーマソング『きみ

はひとりじゃない』が演奏されました。 

挨拶をする松浦孝次君 
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 ゲストからのメッセージ                

○ 久しぶりに御クラブを訪問させて頂きました。末松よし

みつさんのクリスチャンらしい音楽会を大変楽しませて

頂きました。又、訪問したく思います。 

(大阪クラブ 会長 牟 大 盛) 

 会員からのメッセージ                    

○すばらしい演奏と食事でクリスマスの雰囲気を満喫さ

せていただき感謝です。           (石津 雅人) 

○今日のクリスマス例会、末松さんの楽しい演奏とトー

クとても良かった。             (大村 肇) 

○素敵な演奏を聞いて幸せです！     (鍛治田 千文) 

○末松よしみつさんの演奏を聴きながらの楽しいクリス

マス例会でした。いつもこんな例会ならうれしいです。 

    (坂本 千春) 

○末松さんのすばらしい生演奏と歌とおしゃべり、楽し

く素敵なクリスマス例会に感謝いたします。(隅田 恵子) 

○今年も健康を許されて全員でクリスマス例会をもち主

の誕生を祝えることができ感謝です。コンサートもすば

らしかったです。             (谷川 寛) 

○文字通りに楽しいクリスマス会でした。楽しい会話あ

り、ミュージッシャンでゲストの末松氏のタレント性の

ある楽しい音楽ありごちそうあり…。来月新年早々には

桂しん吉さんの落語を楽しませて頂けるなど！他クラブ

の方々にも参加していただきたいです。   (谷川 有美子) 

○歌のお話あり、落語の話あり、映画の話あり、そして

YMCAの…… そんな楽しい例会でした。  (中村 幸枝) 

○クリスマス例会おいしい食事と音楽、最高のれいかい

でした。末松さんありがとう。          (中村 茂高) 

○末松さんの珍しい、今まで聴いたこともない数々の局

を演奏して頂き酔いしれました。感謝。  (福永 嘉彦) 

○Merry Christmas ! 末松さんの生音楽とトーク、本当

に素晴らしく楽しいクリスマス例会になりました。大阪

クラブの牟さんも参加され、また大村さんの司会による

プレゼント交換など本当に楽しいひと時でした。 

        (藤原 正巳) 

○楽しいクリスマス例会でした。末松氏のコンサートな

じみの深い歌で楽しいでした。アメジンググレイスの解

説もよかったです。              (松浦 和子) 

○末松さん、すばらしい演奏をありがとうございました。

主の降誕をお祝いするにふさわしい曲でした。キャリア

豊富な音楽家でおられるのに大変親近感あふれる演奏を

聴かせてくださいました。        (松浦 孝次) 

○末松義蜜さんの歌とトークで夢のような時間をすごす

ことができました。有難うございました。メリークリス

マス！！末松様からの5000円とプラスアルファを

YMCAクリスマス献金にどうぞ！     (三浦 直之) 

○豪華なクリスマスディナーを食べながら粋な音楽を聞

ける贅沢は時が与えられてただただ感謝です。感謝とい

えば持参したコンサートチケットをお買い上げ下さって

喜びに満ちています。             (山田 孝彦) 

○すてきなクリスマスソング楽しかったです、又、ちが

った”千の風になって”明るい歌を聞かせていただきま

した。                    (山村 利子) 

 

 

 

英国ワイズ最近事情 

 

昨年のクリスマスに一番乗りでクリスマスカードをく

れたのは英国にただ一つ残る Kingwood Club の

Norman Cullimore さんでした。彼と知り合って４０年

近くなりますから、もう 80 歳になるでしょう。 

英国（スコットランドを含む）のワイズの歴史は彼の

功績なしには語れません。昔は、スコットランドは比較

的ワイズが盛んでした。彼のお供で、グラスゴー近辺の

ワイズを訪問したことがあります。近くのペイズレイ（あ

の勾玉模様の発祥地）の街には、ロンドンの YMCA 発

祥の地より古い歴史をもつ YMCA がありました。そん

な歴史を持つ土地ですが、すでにスコットランドのワイ

ズの灯は消えました。N.Cullimore さんの努力にかかわ

らず、今や England の彼の所属する Bristol のクラブし

か英国には残っていません。残念です。 

しかし、このクラブには、国際ワイズの機関紙 “Y’

s Men’s World”の編集長の Alan Wallington さんの

ような人材が育っています。Bristol のお宅にホームステ

イをさせてもらったことを思い出します。こじんまりし

たクラブですが、地元の YMCA と連携し、よい働きを

しています。 

N.Cullimore さん！！ いつまでもお元気で英国での

ワイズの灯を燈し続けてほしい、と願っています。 

(谷川 寛) 

 

 

後 記 

最近、空が明るく、月も輝きを増していると感じた人

もいることでしょう。私も正月の 3 日日、早朝に犬を散

歩させながら、晴れ渡った空を見上げ、まぶしく光を放

つ朝陽にそう感じました。 

天文学上の「フォトン・ベルト」というのは、銀河の

中心にあるセントラル・サン（太陽）が発している光の

帯だそうです。太陽系は銀河系の軌道を２万６千年かけ

て一周し、しし座とみずがめ座の時代にそれぞれ 2 千年

の間、フォトン・ベルトに入り、その荘厳な光を浴びる

ことになるようです。地球が本格的にフォトン・ベルト

の影響を受けるのは 2012 年からだそうですが、2001

年から太陽がフォトン・ベルトに入り、太陽の黒点活動

が活発になってきています。 

地球の１万２千年前、しし座の時代と言うのは、エジ

プトで大ピラミッドが建設された時代です。天文現象と

地球上で起こるさまざまな出来事とは無関係でないとよ

く言われていますが、私は聖書のヨハネ黙示録第 20 章

の「神が直接地上を支配する千年王国（至福千年期）の

到来」と信じたいところです。     （中村茂高）

 

 ニコニコ・メッセージ 

【 Messages from the Club Members 】 


